
お知らせ

 市民課（西館１階）  【担当】空閑・辻田　☎３７・６１00

 健康増進課（西館１階）  【担当】麻生・北古賀　☎３７・６１0６

市民課窓口をご利用ください

ドクターヘリの臨時離着陸場が変更になります

３
月
末
と
４
月
初
め
の

土
・
日
曜
日
に
窓
口
を
開

設
し
ま
す

開
設
場
所

　
市
民
課
（
西
館
１
階
）

開
設
日
時

取
扱
業
務

・
住
民
異
動
届
出

（
転
入
・
転
出
・
転
居
な
ど
）

・�

住
民
票
、
戸
籍
、
税
証
明
に

関
す
る
証
明
書
の
交
付

（
軽
自
動
車
納
税
証
明
を
除
く
）

・�

印
鑑
登
録
、
印
鑑
登
録
証
明

書
の
交
付　

※�

休
日
の
た
め
内
容
に
よ
っ
て

は
対
応
で
き
な
い
手
続
き
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

電
話
予
約
に
よ
る
証
明
書

の
時
間
外
交
付

利
用
で
き
る
人

　
本
人
ま
た
は
同
じ
世
帯
の
人

交
付
で
き
る
証
明
書

・
住
民
票

・
印
鑑
登
録
証
明
書

（�

小
城
市
の
印
鑑
登
録
証
を

お
持
ち
の
人
の
み
）

・
所
得
証
明
注

・
課
税
証
明
注

・
納
税
証
明
注

（
軽
自
動
車
納
税
証
明
を
除
く
）

・
資
産
証
明
注

注
税
証
明
は
、
本
人
以
外
の
場

　
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

予
約
方
法

　
平
日
の
８
時
30
分
〜
17
時
15

分
ま
で
に
市
民
課
、
各
出
張
所

市
民
課
窓
口
へ
お
電
話
く
だ
さ

い
。

交
付
時
間

　
平
日　
17
時
15
分
〜
20
時

　
休
日　
８
時
30
分
〜
20
時　

交
付
場
所

　
市
役
所�

西
館

　
警
備
室

　
平
成
2６
年
1
月
か
ら
救
急
医

療
体
制
の
更
な
る
充
実
を
目
指

し
、
佐
賀
県
独
自
に
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
運
航
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
は
、
救
急

専
用
の
医
療
機
器
を
装
備
し
、

救
急
医
療
の
専
門
医
師
と
看
護

師
が
搭
乗
し
た
専
門
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
こ
と
で
す
。
消
防
署
な

ど
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
、
迅

速
に
救
急
現
場
に
出
動
し
、
患

者
に
救
命
処
置
を
す
る
と
共

に
、
い
ち
早
く
医
療
機
関
へ
搬

送
す
る
こ
と
が
で
き
、
救
命
率

の
向
上
や
後
遺
症
の
軽
減
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
に
伴

い
、
臨
時
離
着
陸
場
を
県
に
登

録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
臨
時

離
着
陸
場
の
見
直
し
を
行
い
、

４
月
１
日
か
ら
次
の
５
か
所
を

登
録
し
て
い
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
臨
時
離
着
陸
場

①�

小
城
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

〔
自
楽
園
〕（
小
城
町
）

②
三
日
月
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
三
日
月
町
）

③�

牛
津
総
合
公
園
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
（
牛
津
町
）

④
芦
溝
農
村
公
園
（
芦
刈
町
）

⑤�

ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
公
園
グ
ラ
ウ
ン

ド
（
芦
刈
町
）

　

た
だ
し
、
現
場
の
状
況
に

よ
っ
て
は
生
命
が
最
優
先
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
登
録
地
以
外
で

離
着
陸
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

小城市ホームページから
検索年度末　窓口

小城市ホームページから
検索ドクターヘリ

３月 19日（土）

８時30分
～12時

（午前中のみ）

20日（日）

26日（土）

27日（日）
４月 2日（土）

3日（日）

▲ドクターヘリ
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お知らせ

 農村整備課（東館１階） 
【担当】江頭・下川　☎３７・６１２７

 環境課（西館１階） 
【担当】岩本・久本　☎３７・６１0２

幹線水路統一川
か わ

浚
さ ら

えに伴う
送水停止について

春の一斉清掃
基準日は４月17日（日）

　
県
内
一
斉
美
化
活
動
の
一

環
と
し
て
毎
年
４
月
第
３
日

曜
日
に
実
施
し
て
い
る
春
の

一
斉
清
掃
。

　
今
年
は
４
月
17
日
㈰
を
基

準
日
と
し
て
い
ま
す
。

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自

分
た
ち
で
き
れ
い
に
し
ま

し
ょ
う
」
を
合
言
葉
に
、
今

年
も
多
数
の
市
民
お
よ
び
事

業
所
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
４
月
１７
日
㈰
に
小
城
市

で
、
４
月
２９
日（
金
・
祝
）に

佐
賀
市
で
、
嘉
瀬
川
右
岸
幹

線
水
路
統
一
川
浚
え
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
川
浚
え
に
伴
い
、
次
の
期

間
は
右
岸
幹
線
水
路
へ
の
送

水
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

　
停
止
期
間
中
は
農
業
用
水

が
取
水
で
き
な
く
な
り
、
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

送
水
停
止
期
間

・
４
月
１５
日
㈮
～
１７
日
㈰

・
４
月
２８
日
㈭
～

�

　
２９
日（
金
・
祝
）

 小城公民館（ゆめぷらっと小城内）  【担当】中江・森永　☎７３・３２１５

おぎ観桜大会が開催中です！

平成２8年　おぎ観桜大会日程一覧表（４月分）
第70回�小城観桜バレーボール大会　一般男女 ４月３日 三日月体育館　他

第39回�小城観桜少年サッカー大会 ４月９～10日 牛津総合公園グラウンド　他

第47回�小城観桜バレーボール大会　婦人・シニア・寿 ４月10日 芦刈文化体育館　他

第39回�観桜少年空手道競技大会 ４月10日 津武館

第70回�小城観桜大会兼
第61回�全九州バレーボール総合選手権大会佐賀県予選 ４月16～17日 牛津体育センター　他

第13回�小城観桜ミニバスケットボール大会　男子 ４月16～17日 小城体育センター　他

第69回�小城観桜卓球大会 ４月24日 小城体育センター

※�3月号に掲載した大会日程に誤りがありました。訂正し、お詫び申し上げます。
第27回�小城観桜女子柔道選手権大会
第33回�小城観桜中学男子柔道大会 ３月２６日 芦刈文化体育館

※大会運営の都合上、日程を変更し実施します。

第34回�観桜ゲートボール大会 ３月２9日 三王崎農村公園グラウンド

※３月開催の大会は、３月号の広報『さくら』をご覧ください。

訂正

変更

▲一斉清掃の様子
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就職などで職場の健康保険に加入する場合
　届出をしないと国保税は課税され続けます。
１4日以内に手続きしてください。
　◆持参する物
　・新しく加入した健康保険証（全員分）
　・国保の保険証

学生で市外に転出する場合
　市外に住所を移しても小城市の国保に継続
して加入できます。※毎年の届出が必要です。
　◆持参する物
　・学生証または在学証明書
　　��※４月から入学される人は入学が確認できるもの
　・国保の保険証（差し替えになります）　・印かん

試算後の加入をおススメします！
　国保は前年の所得によって保険税が決まります。任意継続の保険料と国保税を試算し、
どちらの健康保険へ加入するかご検討ください。

・国保税の試算　　　⇒　税務課（☎３７・６１0３）にお問い合わせください。
・任意継続の保険料　⇒　協会けんぽ（☎２７・0６１１）または加入されている組合にお問い合わせください。

ご家族の中で、職場の健康保険に加入している人がいますか？

職場の健康保険に加入
した期間が２か月以上
ありますか？

ご家族の勤務先に扶養に
入れる条件をお問い合わ
せください。

扶養の手続きをしてください。

任意継続被保険者制度に加入することができます。
※�共済組合など加入期間が1年以上必要な場合
もあります。勤務先にご確認ください。

国保に加入してください。

　退職日の翌日から２0日以内に手続きしてくだ
さい。（加入期間２年）
※期間を過ぎると手続きができなくなります。
【問合せ・手続き先】
　全国健康保険協会（協会けんぽ）
　佐賀支部　☎２７・0６１１
※�協会けんぽ以外の人は、加入されている組合に
お問い合わせください。
※�任意継続被保険者制度は、保険料を納付期日ま

でに納付しなかった場合、加入期間中でも資格
が喪失します。

　退職日の翌日から１4日以内に手続きしてくだ
さい。
◆持参する物
・�健康保険の資格を喪失した日および国保に加入
する人が分かる証明書
　または離職日が分かる証明書（離職票など）
・マイナンバーのわかるもの
・印かん　・身分証明書

【問合せ・手続き先】国保年金課（西館１階）
届出が遅れた場合でも、国保への加入日は前

の健康保険の資格がなくなった日までさかのぼる
ため、保険税もさかのぼって計算し課税されます。

はい

入れる

いいえ

入れない

はい いいえ

自動的に切り替わ
りません！
手続きが必要です。

　退職により職場の健康保険を喪失した人は、切り替えの手続きが必要です。
期限内の手続きをお願いします。

 国保年金課（西館１階）  【担当】相浦・清水　☎３７・６１0１

退職後の国保の手続きはお早めに！
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お知らせ

 国保年金課（西館１階）  【担当】梅木・相浦　☎３７・６１0１

国民年金付加年金をご存じですか

　

毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料

（
平
成
2８
年
度
は
１
６
、２
６
０

円
）
に
付
加
保
険
料
（
４
０
０

円
）を
上
乗
せ
し
て
納
め
る
と
、

将
来
受
給
す
る
年
金
額
に
付
加

年
金
が
毎
年
加
算
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・�

本
人
の
年
金
番
号
が
確
認
で

き
る
も
の
（
ま
た
は
本
人
確

認
で
き
る
も
の
）

・
印
か
ん
（
認
め
印
）

※�

次
に
該
当
す
る
人
は
付
加
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

①�

現
在
、
国
民
年
金
基
金
に
加

入
し
て
い
る
人

②�

現
在
、
保
険
料
の
免
除
・
学

生
納
付
特
例
・
若
年
者
納
付

猶
予
を
受
け
て
い
る
人

③�

現
在
、第
２
号（
厚
生
年
金・

共
済
組
合
）、
第
３
号
被
保

険
者
の
人

小城市ホームページから
検索付加年金

受給額＝老齢基礎年金額＋（200円×付加保険料納付月数）

〈例〉50歳から60歳まで付加保険料を納付すると
　　10年間で納付する額 …… 400円×12月×10年＝48,000円
　　　↓
　　１年間で受け取る額 …… 200円×12月×10年＝24,000円
※付加年金は、受給する年金額に毎年加算されます。
　２年間で納付した付加保険料と同額になるため、３年目からはお得です。

 高齢障がい支援課（西館１階） 
【担当】原・中野　☎３７・６１08

 防災対策課（西館２階） 
【担当】古庄・栗原　☎３７・６１１9

特別児童扶養手当および特別
障害者手当などの手当額変更

消防団員を応援
する協力店を募集

　
佐
賀
県
消
防
協
会
で
は
、

各
事
業
所（
現
在
30
事
業
所
）

の
協
力
を
得
て
、
消
防
団
員

に
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
、
消
防

団
員
支
援
優
遇
制
度
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

※�

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
場
合

は
、
消
防
団
員
証
の
掲
示

が
必
要
で
す
。

　
県
内
に
事
業
所
を
持
つ
法

人
や
個
人
商
店
で
、
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
可
能
で
あ
れ

ば
、
ど
な
た
で
も
協
力
店
に

な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

市
内
協
力
店

・
開
泉
閣　

　
利
用
料
金
の
５
％
割
引

・
龍
水
園　

　
利
用
料
金
の
８
％
割
引

【
問
合
せ
】

佐
賀
県
消
防
協
会

☎
23
・
５
３
２
２

小城市ホームページから
検索消防団員支援優遇制度

　平成28年度の各手当額の変更が行われます。
　特別児童扶養手当と特別障害者手当などの手当額
は、0.7％の引き上げとなります。

手当の種類 現在 平成28年
４月分～

特別児童扶養手当1級 51,100円 ５１,５00円

特別児童扶養手当２級 34,030円 ３4,３00円

特別障害者手当 26,620円 ２６,8３0円

障害児福祉手当 14,480円 １4,６00円

経過的福祉手当 14,480円 １4,６00円
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 高齢障がい支援課（西館１階）  【担当】辻・土井　☎３７・６１08

「発達障がい」について正しい理解を

　
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人

も
、
と
も
に
生
き
る
社
会
を
つ

く
る
こ
と
を
目
指
し
て
「
障
害

を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の

推
進
に
関
す
る
法
律
（
障
害
者

差
別
解
消
法
）
」
が
４
月
か
ら

施
行
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
国
の
行
政
機

関
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
お
よ

び
民
間
事
業
者
に
よ
る
「
不
当

な
差
別
的
取
扱
い
」
が
禁
止

さ
れ
、「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
例

・�

障
が
い
が
あ
る
と
い
う
理
由

だ
け
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

や
入
店
を
拒
否
す
る
。

・�

本
人
を
無
視
し
て
、
支
援
者

や
介
助
者
、
付
き
添
い
者
の

み
に
話
し
か
け
る
。

・�

障
が
い
を
理
由
に
付
き
添
い

者
の
同
行
を
求
め
た
り
、
逆

に
拒
ん
だ
り
す
る　
な
ど

合
理
的
配
慮
の
提
供
の
例

・�

耳
や
目
が
不
自
由
な
人
に
筆

談
や
読
み
上
げ
な
ど
を
行
う
。

・�

本
人
が
希
望
す
る
方
法
で
丁

寧
で
わ
か
り
や
す
い
説
明
を

行
う
、
な
ど

※�

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

内
閣
府
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

４
月
２
日
〜
８
日
は

�

発
達
障
が
い
啓
発
週
間

　
「
発
達
障
が
い
」
と
は
、
自

閉
症
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群

な
ど
の
広こ
う
汎は
ん
性せ
い
発
達
障
が
い
、

学
習
障
が
い
、
注
意
欠
陥
多
動

性
障
が
い
な
ど
、
脳
機
能
の
障

が
い
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
通
常

は
低
年
齢
に
症
状
が
現
れ
る
障

が
い
で
す
。
大
人
で
も
同
様
の

障
が
い
の
あ
る
人
が
い
ま
す
。

【
例
え
ば
】

・�

こ
だ
わ
り
が
強
く
、
初
め
て

の
出
来
事
や
決
め
ら
れ
て
い

た
こ
と
へ
の
変
更
が
苦
手
。

・�

時
間
の
感
覚
が
分
か
り
に
く

か
っ
た
り
、
不
快
と
感
じ
る

音
を
聞
き
流
せ
な
か
っ
た
り

す
る
。

・�

相
手
の
話
が
理
解
で
き
な
い
、

思
っ
て
い
る
こ
と
を
う
ま
く

伝
え
き
れ
な
い
。

・
読
み
書
き
や
計
算
が
苦
手
。

・�
興
味
の
あ
る
も
の
を
す
ぐ
に

触
っ
た
り
、
手
に
取
っ
た
り

す
る
。

・�

目
的
も
な
く
歩
き
回
っ
た
り
、

そ
わ
そ
わ
し
た
り
し
て
休
み

な
く
動
い
て
い
る
。

　
こ
こ
で
示
し
た
も
の
は
ご
く

一
部
で
、
人
に
よ
っ
て
現
れ
方

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
こ
の
よ
う

な
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
の
言
動

や
生
活
の
状
況
が
周
囲
か
ら
は

理
解
し
に
く
い
行
動
と
し
て
見

ら
れ
「
わ
が
ま
ま
」
「
行
儀
が

悪
い
」
と
言
わ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
発
達
障
が

い
は
脳
の
機
能
障
が
い
が
原
因

で
あ
り
、
本
人
の
性
格
的
特
徴

や
保
護
者
の
育
て
方
に
よ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
障
が
い

の
特
性
を
踏
ま
え
た
周
囲
の
温

か
い
理
解
と
適
切
な
支
援
を

行
っ
て
い
く
こ
と
で
、
一
人
一

人
の
ペ
ー
ス
に
応
じ
た
発
達
を

促
し
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
社

会
生
活
に
適
応
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
気
に
な
る
こ
と
や
悩
み
な
ど

あ
り
ま
し
た
ら
高
齢
障
が
い
支

援
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

内閣府ホームページから
検索障害者差別解消法

 ・高齢障がい支援課（西館１階）   【担当】真島・中野　☎３７・６１08
・人権・同和対策室（西館１階）  【担当】熊手・千々和　☎３７・６１３６

障害者差別解消法が施行されます

不当な差別的取扱い 障害者への合理的配慮

国、県、市町など 禁止
（してはいけない）

義務
（しなければならない）

民間事業者
（会社やお店など）

禁止
（してはいけない）

努力義務
（するように努力する）
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お知らせ

 農業委員会事務局（東館２階）  【担当】西村・久原　☎３７・６１２６

農地中間管理事業を利用しませんか

　
農
地
中
間
管
理
事
業
と
は
、

佐
賀
県
農
業
公
社
（
農
地
中
間

管
理
機
構
と
し
て
佐
賀
県
か
ら

指
定
）
が
、
出
し
手
か
ら
農
地

を
借
り
受
け
て
、
経
営
規
模
の

拡
大
や
農
地
の
集
約
化
を
す
る

担
い
手
に
貸
し
付
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
農
地
の
有
効
利
用
や

農
地
利
用
の
効
率
化
を
進
め
て

い
く
も
の
で
す
。

農
地
の
借
り
受
け
を
希
望
す
る
人

　
農
業
公
社
ま
た
は
農
業
委
員

会
事
務
局
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　
佐
賀
県
農
業
公
社

　
☎
２０
・
１
５
９
０

募
集
期
間

　
４
月
１
日
㈮
〜
５
月
６
日
㈮

※�

土
、
日
、
祝
日
は
受
け
付
け

で
き
ま
せ
ん
。

農
地
の
貸
し
付
け
を
希
望
す
る
人

　
農
業
委
員
会
事
務
局
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　
随
時

小城市ホームページから
検索農地中間管理事業

借り受け 貸し付け

農
地
中
間
管
理
事
業
の
し
く
み

出し手 受け手

高齢で農業を続けられ
ないなぁ…。

信頼できる人に農地を
預けたいなぁ…。

経営規模を拡大したい。
農地の団地化を進めたい。

集落営農組織などの
強化をしたい。

佐賀県農業公社（農地中間管理機構）

県、市町、農業
団体などと一体
となって、事業
の着実な推進に
取り組みます。

県・市町
JA など

連携
協力

 農林水産課（東館１階） 
【担当】塚元・村岡　☎３７・６１２５

 農林水産課（東館１階） 
【担当】桑原・岩崎　☎３７・６１２５

６次産業化に取り
組んでみませんか

　
市
内
の
農
林
水
産
業
者
の

所
得
向
上
の
た
め
に
、
農
林

水
産
業
者
な
ど
が
生
産
だ
け

で
な
く
、
加
工
や
流
通
・
販

売
な
ど
を
行
う
６
次
産
業
化

へ
の
取
り
組
み
に
対
し
支
援

を
行
い
ま
す
。

募
集
期
間

　
４
月
１
日
〜
随
時

事
業
実
施
期
間

　
決
定
通
知
の
日
〜

　

�

平
成
2９
年
３
月
31
日

対
象
事
業

・�

農
林
水
産
業
者
な
ど
が
主

体
的
に
取
り
組
む
事
業

・�

商
工
業
者
お
よ
び
団
体
が

農
林
水
産
業
者
と
連
携
し

て
取
り
組
む
事
業

・�

加
工
品
の
開
発
や
、
新
た

な
販
売
方
式
の
取
り
組
み
、

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

補
助
率

　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の

１
以
内

※
た
だ
し
、
上
限
あ
り

　
市
で
は
イ
ノ
シ
シ
な
ど
か

ら
の
農
作
物
被
害
対
策
と
し

て
電
気
牧
柵
の
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
現
在
、
被
害
で
悩
ま
れ
て

い
る
人
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　
市
内
に
圃
場

を
所
有
す
る
人

補
助
内
容

①
本
体
（
バ
ッ
テ
リ
ー
）

②
本
体
（
バ
ッ
テ
リ
ー
）
＋

　
支
柱
、
コ
ー
ド

　
（
５
０
０
ｍ
分
）

自
己
負
担
額

①
１
３
、０
０
０
円

②
３
６
、０
０
０
円

申
請
方
法

　
農
林
水
産
課
に
問
い
合
わ

せ
の
上
、
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

小城市ホームページから
検索６次産業電気牧柵の補助について
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 総務課（西館２階）  【担当】高塚・柿本　☎３７・６１１３

宝くじ助成を活用した「勝コミュニティセンター」
が完成しました

動画で小城市をPRしています！

　

一
般
財
団
法
人�

自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
を
活
用
し
た
「
勝
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」（
牛
津

町
）
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
地

域
活
動
が
よ
り
活
発
な
も
の
と

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　

一
般
財
団
法
人�

自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
で
は
、
宝
く
じ
の
社

会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
住

民
の
行
う
自
主
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な

備
品
や
集
会
施
設
の
整
備
に
対

し
て
市
を
通
じ
て
助
成
を
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
助
成
事
業
の
活
用
を
検

討
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
２
月
か
ら
テ
レ
ビ
な
ど
で
も

放
送
し
て
い
る
、
市
の
新
し
い

Ｐ
Ｒ
動
画
は
ご
覧
に
な
り
ま
し

た
か
？

「
小
城
よ
う
か
ん
」
と
「
清

水
の
鯉
」
の
２
つ
の
地
場
産
業

を
、
市
内
在
住
の
中
高
生
が
出

演
し
、
小
城
市
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
消
費
の
核
に

な
る
若
い
世
代
に
小
城
市
の�

魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま

す
。
今
後
、
伝
統
の
地
場
産
業

を
全
国
へ
、
そ
し
て
将
来
へ
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
視
聴
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
市
の
生
活
・
イ
ベ
ン

ト
情
報
・
マ
メ
知
識
な
ど
を
楽

し
く
紹
介
す
る
「
小
城
ば
ん

た
ー
ね
っ
と
Ｔ
Ｖ　
お
ぎ
ゅ
っ

と
」
と
い
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

番
組
を
放
送
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

小城市ホームページから
検索おぎゅっと

宝くじマスコット
クーちゃん

 企画政策課（西館２階）  【担当】池田・山田　☎３７・６１１５

▲勝コミュニティセンター　外観

▲室内

▲こいしちゃったプレゼント篇

▲市ホームページ

▲Ｏ.Ｇ.Ｉ.�楽屋�篇

ここから
視聴できます

おぎゅっと
動画はこちら

（YouTube）

9 小城市広報 2016年4月号


